
【上下水道部】　平成２３年度一般会計優先事業調書の考え方

≪細事業総数及び優先付対象事業数等≫

総事業数 対象外 対象

7 0 7
※下記に該当する細事業は、優先順位付けの対象外としています。

　○○人件費、○○積立金、○○一般経費、公債費、災害復旧費、選挙執行経費、指定統計経費、予備費

優先区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

上下水道部における予算要求の考え方、方針

７事業のうち５事業は、特別会計等
への繰出金であり、水道事業と水洗化
事業の運営において必ず実施しなけ
ればならないものである。

上下水道部における優先区分の考え方など

極めて重要で、何においても必ず実施しなければならないと考えるもの

極めて重要で、実施すべきと考えるもの



（単位：千円）

事業費 国府 市債 その他 一財 事業費 特定財源 一財

水道整備
課

水道事業会計繰出金 165,670 165,000 670 240,670 240,670 ▲ ○ Ａ Ｂ －

水道整備
課

簡易水道事業特別会計
繰出金

298,389 298,389 218,000 218,000 ○ ○ Ａ Ｂ －

下水道整
備課

公共下水道事業特別会
計繰出金

735,000 735,000 606,000 606,000 ○ ○ Ａ Ａ 高

下水道整
備課

集落排水事業特別会計
繰出金

254,000 254,000 221,000 221,000 ○ ○ Ａ Ｂ －

下水道整
備課

浄化槽整備事業特別会
計繰出金

39,000 39,000 10,000 10,000 ○ ○ Ａ Ｂ －

下水道整
備課

浄化槽設置整備事業 13,037 7,502 5,535 17,745 11,756 5,989 ○ ○ Ａ Ｃ 低

普及推進・
料金課

水洗化推進支援事業 16,370 16,370 7,500 7,500 ▲ ○ Ａ Ａ －

Ａ

Ｂ

優先区分

【上下水道部】　平成２３年度一般会計優先事業調書

Ｈ23年度　原課要求ベース
所管課

集落排水事業特別会計への繰出金

公共下水道事業特別会計への繰出金

簡易水道事業特別会計への繰出金

内
　
容

効
率
性

H22事務事業評価等

既存住宅の水洗化の促進を図り、公共用水域の水質保全や
地域経済の活性化を図るため、新規に排水設備工事を行うも
のに対して補助金を交付する。

個人設置浄化槽への補助金

浄化槽整備事業特別会計への繰出金

（参考）Ｈ22現計予算 達
成
度

優
先
度

規
　
模

水道事業会計への繰出金

事　　業　　内　　容　　等細　事　業　名　称




